


















































































































































  − 61 −































 2  前掲、有馬三斗枝「思い出抄」『日展美術』１号、p.41。
 3  1979年の個展以後まとまった展示がおこなわれたのは、1984年、鹿児島県歴史資料センター黎明館での「有馬さとえと留岡松影 鹿児島が生んだ女
流画家」展であり、図録も発行されている。
 4  前掲、有馬三斗枝「思い出抄」『日展美術』1号、p.81。
 5  前掲、『有馬さとえ画集』p.81。
 6  角田明「孤独の人」、前掲、『有馬さとえ画集』p.96。
 7  前掲、有馬三斗枝「思い出抄」p.81。
 8  角田明「孤独の人」、前掲、『有馬さとえ画集』p.110。
 9  岡田が描いた女性像のその後への波及については以下の拙稿で述べた。「文展開設の前後における「美人」の表現の変容について」『近代画説』16号、
2007年、p.31-47。および「女性像が示す近代、大衆、ニッポン」『モダン美人誕生 岡田三郎助と近代のよそおい』展図録、ポーラ美術館、2018年、p,6-11。
 10  角田明「孤独の人」、前掲、『有馬さとえ画集』p.112。
 11  鹿島卯女追懐録編纂会編「アトリエの思い出」『鹿島卯女追懐録』鹿島出版会、1983年、p.243-246。
 12  島津経子「有馬先生と私」、前掲、『有馬さとえ画集』p.132。
 13  島津経子「有馬先生と私」p.132。
 14  島津経子「有馬先生と私」p.132-134。
図版典拠
図１、2、5 ～ 7 河北倫明監修、鹿島卯女編集『有馬さとえ画集』鹿島出版会、1979年。
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挿図７ 有馬さとえ《郊外の庭にいるS夫人》1951年 挿図８ 1935年頃の家族全員の記念撮影から
経子氏の部分を抜粋
挿図５ 有馬さとえ《裏山の見える窓》1931年12回帝展 挿図６ 有馬さとえ《経子氏像》1949年
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